
学長退任に当って

今＇＂＇の学l�ill ff:に、11り、 この61f'.Jlllに！”l窓作

1立、 すなわち点以外J会の何々微から瓜総した

ごl'/..IJ：とご支緩・ ご16!,)Jにたいし、 心からの1ぷ

訓と御礼をrlfしl：げます '1>:,;11にありがとうご

ざいました

ti.のイffI：中は、 J,fiJ；＼外JkJ,.(t大学にとって、J(.f

中新キャンパスへの移転、 1�！ 1/.100川，，，� (ii＼＂＇戸

126iF） ぷ念のtil'i ・J�；花、それに大小改午： ゃ l司 、工

大’手の{t：り}Iに関するJill:.:ilなど、十，R荷なif（� .. 県

wが多い11,\;JUJでしたので、”IiるべきllilWも多々

あるのですが、 いまここでは、 点点外i五！”！？大マ：

の体質を象徴する一つのJill:.:Uに｜取って、 ·WM経

過をご報告かたがた1111必し、j[!ff：のご挨拶に代

えさせていただきます

その ーつの問題とは、 ml 11 �frJJIJJなどではき

わめて：l�.0:1i�にffij立され、J.:.，‘i

厳吊，に抗i淡したJリ！泣：；100｝’引ド（ iJ!";i: 126イF）’｛己念

Jに』I�における！•I必tJbH持のllll:l.!1であります。

ご／氏匁lのように、 たまた正＋：7：が，；�念式典を

併行することになった199911＇には、 そのuに

「ltil：弘. !J<l/J1e法Jが，，ιとされ、l民｜の機関である

｜正I •I：大学｛；！：， 悦l l や.；�念行 ’J�のI��にI tilliltを掲揚

すべきことが法制l化され、 その行のj!l]j主も本子：

に＊ていました。 しかし、 店、J'J身｛；！：判段この辺

j主にこだわるつもりはなく、 どがJ11Jll.yにIYJifi 6 

11；の他学以米、 －rtしていlの機JJl,lとして（｛統し

てきた本学の100品J 1fぷ念式典であれば、Mら

かのかたちで、:x:\!JI！にいlliltをRlげて＇"r然だとは

店、っておりました。 そこで、 できるだけスマー

トにこの問題を処附しようと心の問で与えてい

た広は、当時、大”8めをj!J!えていたrJ.1£京外JkJ

J大学！とJ の編纂委H会のあとで 、 焔川羽l:i下数

佼や，.，’：it品作太郎教絞ら.r.= I：のf'Hの先t[:.（こ、＋：

，.；との校旗とセットにして、 あまりl l収たない形

でJEJliJtをillげるアイデイアはどうか、などとお

，.／；したぷ憶があります その. }jで店、l�身は、

海外からのゲストを迎えた”己念：シンポジウムな

ど100周年以念・Ji業のブ\Jグラム逆行や大ヴ：！と

の発刊、 京外大オーケストラとi�i炎するI大学

8 

"qi店街雄cc昭35)

liltllll:.'fiの結請は1±\して

L、なかったのでした。

そのような時期、 つ送�IJ会で挨診する中商店前’·；qt
まり式典までl週間を

yJ.:す時JU］だった10月27 LJ （ぷ）のタ}jから犯は

·.f;!i;大ワ：の如水会の依頼でrm1Ji1 so u11年の'i'iKI 

とその将来jと題する議械を如水会館でしてい

たのですが、 そのtu中の夜印刷jlj後、 学生部長

の·1：＼縫教J受から布、に緊急メッセージが入り、i�

2大’Y：に｝J�ってほしいとのことでした。 早々に

品協を打ち切り、学長宅へIだると、当日のJ.::7�

院1iliJUJ”単位委H会 （尖際の大学院教授会で、 �

HH:IよJI:トー史雄教J支）で、 大学、111.�1ま記念式典

にI •lh1tをぬ似する意向だが、｜紙同反対するとの

iJ.とl泌が11.：倒的多数で可決されたとのことで、JI＝・

｜・．、化Hll進、.ti�谷主主樹の各コース代ぷの3教授

が’手以に会見に＊たのでした。,f.lとしては、 ま

だねl’｜身の；l.J：忠も決定していないのに、 しかも

大学院，.!j[,f'i1委只会は数学に｜刻する・J�rSiを審議す

る場であり、 議題にもなっていなかった凶旗問

題でのiJと』演は受け作れられない、 大学という坊

はこれら思念1・伝条にもかかわる問題について

は、 －人でも少数fiJlがあれば、 それも』浮屯す

べきであって、学内イ｛.むならともかく、正式な

l／：内の会i議で決議などすべきではないと強〈犯

行したのです。 しかもこうなった原闘は、学長

としてのなの意向とは別に、 ゃ；＂；＇：｛こは新しい国

肱がなかったので、 この際勝入しておこうとJS·・

えた’J�.fh・·1110がたまたま凶紘の見本もしくは購

入予定のものを庶務課にIr.'.いてあったところ、

それを見つけた教職Hが式典mのものと誤解し、

大騒ぎになったのが！＇�相lでした

しかし、 •JJ柄がこう発展した以仁、 このllll:.'fl

はうやむやに出来ないばかりか、学長として折

flJの式典を混乱させることは絶対に避けねばな

らないとJS・えたねは、 翌々29日（金）に同じく立H

;j(会飢でJJIJかれた｜刻点lド店経j也灰l瓦l立大学長会
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ならないこと。

②大学の在り方、 運営について長期的展望（目

標）と計画性を持たねばならないこと。

③教育研究、 とりわけ研究のための財源を競争

的資金に応募して、 あるいは産学連携によっ

て、 みずから獲得しなければならないこと。

遠山プランは6月14日に突如、 発表されまし

た。 国立大学の構造改革の方針として、 3点提

起きれていますが、 巷で注目されているのは、

大学（とりわけ単科大学）の再編・統合問題と、

トップ30大学の選定・強化です。本学がとりわ

け危機感を抱いているのは、 前者の問題です。

しかし、 文科省は再編・統合の目的や意味、

その手順についてはまだ具体的に提示しておら

ず、 いずれの大学でも手探り状態にあります。

しかも、 統合は相手あっての話で、 一方的に進

むものではありません。本学としては、 教育研

究を充実していくための意味ある統合について

は検討を怠らないつもりですが、 当面は、 本学

の改革に全力をつくす方向で進みます。また、

統合という形ではなくても、 今後は、 近隣の都

内の大学との聞に、 回大学連合に準じるコース

などを組み立てて、 教育研究の可能性を拡大し

ていくことにもっとめたいと考えています。J

四大学連合、来年からの実施に向けて努力

一この4月に発足した回大学連合についてはどの

ように取り組まれますか。

「四大学連合は一昨年来はなぱなしく報道され、

本年3月には四大学連合憲章の調印までこぎつ

けました。しかし、 本学は、 昨年4月か ら7月

にかけて、 連合の動きの蚊帳の外に置かれるな

ど、 困難な局面も経験してきました。四大学連

合は学生の履修や進学の幅を広げること、 単一

大学では困難な学際的・複合的研究教育を推進

するなど、 多くの魅力的な面をもっており、 わ

れわれとしては今後も、 積極的にこれに取り組

んでいきたいと考えております。 具体的には目

下東工大との間で、 学部レベルと大学院レベル

で、 それぞれ一つずつ2 大学問コース案の検討

が進んでおり、本学提案の回大学問複合領域コー
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スの検討も開始されたところであります。この

うち一つでも来年4月からの開講にこぎつける

ことができれば、 他の三大学と足並みを揃える

ことができるので、 慎重かつ粘り強い努力を続

ける覚悟でおります。j

同窓会との関係を更に密接に
一大学と同窓会の関係についてどのようなご見解

をお持ちですか。 同窓会に対する要望もあればお

聞かせ下さい。

「同窓会には独立百周年記念事業で多大のご尽

力をいただきましたし、 常日頃学生の就職指導

などでお世話になっておりまして、 大学として

深く感謝しております。 今後とも、 こうした密

接な関係が維持され、 多面的なご支援を賜わる

ことが出来ればと願っております。たとえば、

各界で多方面にわたってご活躍の卒業生の方々

による連続講演会や、 シンポジウムなどが企画

できないでしょうか。多様な実業界の現実、 社

会活動の現実を学ぶ良い機会で、 参加者には単

位を与えるなどの仕組みも考えてみる価値があ

ると考えます。また、 『国立大学法人jへの移

行にさいして、 経営面での助言を仰ぐこともあ

ろうかと考えております。そうしたご協力をい

ただくためには、 大学と同窓会との関係をさら

に密接にしてゆかなければなりません。 今後と

もよろしくお願いいたします。」

座右の銘、 趣昧
ー最後に座右の銘やご趣昧について。

「長崎で原爆投下直後、 被爆者の治療に献身し、

みずからも原爆病で亡くなった永井隆博士の墓

碑．に 『我は無益の僕なり。為すべきことを為し

たるのみjと刻まれていることを知り、 心を打

たれました。 以来、 それが私の人生の道標にな

りました。

年齢に応じていろんな趣味を楽しんできまし

たが、 最近は思うように体がついていきません。
若い時から続いていることと言えば、 折々に座

禅を組むことぐらいでしょうか。j

－！毒時間どうもありがとうございました。

7 



識に私と懇意の間柄であった文部省の佐々木正

峰高等教育局長も出席されることになっていま

したので、 事前に電話で文部省の意向を十分に

確かめたうえで、 夜通し思い悩んだ 末に考えつ
いた私のアイデイアについても同会議の前と後

に同局長にお話して、「すべて了解しますjと

の合意をとりつけたのでした。そのアイデイア

とは、 本学に開講されているすべての言語の使

用国のうち本学と交流協定を結んでいる国（但

し、 台湾および北朝鮮は国交がないので除外す

る）の国旗（英語の場合はイギリス、 アメリカ、

オーストラリア、 カナダの国旗）を大学の課程

の配列順に立て、 最後は日本課程なので国旗が

一巡して日の丸が中心に来るようにするという

ものでした。しかし、式典での国旗の掲揚はフォー

マルなものなのでそのような国旗が期日までに

揃うかどうかが次の緊急問題でした。

この点については、 私自身が事前に外務省の

儀典室に問い合わせたうえで、 同日夜おそく、

迎転手の山崎誠君と葛西臨海公閤脇の外務省

儀典室分室を訪れ、「アテナ・ フラッグjとい

う業者の大きな倉庫に入ってチェコやカンボジ

ア、 ミャンマーなどの稀少な国旗も正式なもの

があって、 借り出せること、 翌週の火曜日まで

に大学に届けてもらえることを確認したのでし

た。

しかし、 このことが外部に漏れると、 またど

んな妨害に出合うかもしれず、f朝日新聞Jの

記者などは学内を閥歩していて、 学長室にまで

入りこみ、 さらに式典が2日後に迫った11月2日

（ 火）には、 私のみが一人残っていた学長室へ

夜9時半頃に上村忠男教佼や沓掛良彦教授、 そ

れに私の記憶が正しければ、 中野敏男教授、 岩

崎稔助教授ら数名がまるで大学紛争時の大衆国

交のように押しかけてくるという有様でしたの

で、 富盛学生部長、 高橋（作）図書館長、 大坂
紘一郎事務局長らにのみ私のアイデイアを打ち

明け、 同日午後に届いた30本前後の国旗を庶務

課の田川忠二係長や山口登之係官、 運転手の山
崎君と私の4人でシャッターをおろした大学の

車庫内で並べてみるというリハーサルをしたの

でした。式典当日は早朝より北とぴあの会場へ
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行き、 日の丸を一段高くと考えていた大坂局長

ら事務方による配列を、 すべて均ーとするよう

私の指示で並べ直し、 ょうやく10時半からの式

典に臨んだのでした。私は式辞のなかで、 当日

朝のf日本経済新聞jが一面トップにスクープ
報道した、 いわゆる「五大学連合jにあえて触

れることを来賓の石弘光・一橋 大学長に事前了

解をとり、 文部省を代表して訪れた小此木八郎

政務次官らの祝辞もとどこおりなく済んで、 一

部の教官がピラをまいたり、 イタリア語専攻の

高下一郎教授が「あの日の丸は何だ 」と私をこ
づいたりした程度の混乱で、 無事式典を終える

ことができ、 私自身も東外大オーケストラとと

もに懸案のプラームス「大学祝典序曲 」を演奏

することができました。

永い一日が終わって家に帰ると、 TVが一斉

に「五大学連合jについて報道しており、 とく

に「テレビ朝日Jは、 当日の式典の模様も伝え

ながら、 三和総合研究所の森永卓郎主任研究員

のコメントを詳しく紹介していました。 森永研

究員は、「五大学迎合J構想への期待を大いに
語りつつ「しかし、 問題は学内でしょう。この

ような聞かれた大学の在り方に反対する教官か

らの強い抵抗に出会うのではないでしょうか J

と諾っていたのが印象的でした。事態は森永氏

の予想通りでしたが、「五大学述合jないしは
今日の「四大学述合jについては、 いずれ改め

て語る機会があるものと思われます。

中嶋学長送別会

8月末日に退官される中嶋嶺雄学長の送別と、

高橋作太郎、 富盛伸夫両副学長の慰労を兼ねた

外語会有志によるお別れ会が 8月8 日、 東京お

茶の水のホテル衆楽で聞かれた。

母校の教官と学長を務められた鈍ヶ江信光氏

(C 昭 8 ）、 鈴木幸存氏（D昭18）をはじめ約50

名が出席して、 京外大のために尽くされた三人

の方々の労苦に感謝した。 学長在任の6年間は、

府中の新キャンパス建設・移転、 独立100周年

の募金、 記念式典、 記念会館としてサテライト

の取得、 大学史の刊行などの事業が重なった。

中嶋学長はこれらの課題に立派な実績を残され
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ただけに、 惣談の場では数々のエピソードが彼

泌され、 また、 退任を惜しむ声がllrlかれた。

'l·�.L�学長の恩fliliでもある鋭ヶ江元学長は「『，，

的予長が京外大のれを全l五lに広めたことには、

luJ：窓としてl’Zく礼を三いたい。 もう一期学長を

務めるものと！例代iしていた。irr校�を巡らせて

おいて、 もうill設.flーは�らないという学長選不

の紡糸は併せないjとillfiを・｜日しむ送別の，I来

を述べ、f '1'1主l現代！とのJ..＇／.門家として優れた研

究成果をやげられているc 今後もII本のためア

ジアのために頑張って欲しい」と励ました。乾

杯のIT郊をとった鈴木元�（：長（前外説会理、H·U

は、 ご 「l 分の経験をかえ り みて 、 いかに 1�1 ι 大

学長が激務であるかを諮り、 ＂＇的学長にねぎら

いの言葉を述べた。

•I•的学長はお別れの；iftで、 学長 の｛J： ’l�を主；

えた尚.m、＇；；＼＂日ll:filij;.Iリ学長に！必，m-し、·＇�＼い11'.i来い

ー伐となったと�Ifった。65成という｜天切りの年

齢で駿を引くことで多少の解紋感をl味わってい

ると心の＂＇を覗かせた。 さらに、 今年6JJに突

如発表された「池山プラン」は同心：大学協会の

副会長でもあった小的学長!'I身にとってもifij熔

だったと訴された。 また、19Jif:1以米i l本の近代

化の物x:しだった外国；！？教育のff.I＊が大きく変

わ っ てきているとい う 波状を ふまえて、 京外大

の将来像にも思いを馳せた。 さらに学長以後の

｛上下として大学：！との資料剥が近く刊行されるこ

と、 一γ備に東京外国話学校発作j色のriiv.をillて

る，\l"Vlliが’＇.J,f現される予定であることを；mった。

投稿)Jj（制の似いについて

会u知伝、 つどい、 あるいはフォーラム

などの，ic'Jlは会1�のw.rnから；仔せられるIJ;t

4ぬをもとに作成しておりますが、 会ffを-"E:

然納入されていない｝jからIJ;(.ffSが寄せられ

ることが11,HJrあります。 そのような場合、

会貨を似資として、 会uイTぶの完全なボラ

ンティア活動によって先行されている会報

に、 全’Miもしくは一；11；でも会t�を納入され

ているJiからのJJ；（縞とl•iJ線に倣うことは公

正さを欠くおそれがありますので、 今後l止、

会費が ・部でも納入されるまで泌総を凡合

わせることにさせていただきます。 ご（I兵

くださL、。 会�＇（納入につきましては引き続

きこ’協力をお聞いいたします。 会報委t�会

文化講演会のお知 ら せ
一一一一－［：）：｛交の先生を お 招き し て 一一一一

IO 

講師 亀山郁夫氏

演題 「熱狂を見つめて一一20世紀ロシア文化における全体性j

20世紀のロシア文化にとって「然mそして「全体JとはfuJか。 l:としてスター

リン時代の文学 行来・美術・映画をJよくi歩引ilしながら、伊111.mの生IJ，ぷ人

と「熱mの1＜�をめぐって考える。

日時 2002年2月9日（土） 14 : 00～16: 00 

会場 東京外国語大学本郷サテライト

；町市*ff介 1912�rニ点以外岡Jlf大学ロシアMi学科卒業

.EJl点以外川，Iii大学：教綬（総介文化満州「ロシア，lliJ)

持，If 『ロシア ・ アヴァンギャルド』（れ波1Ji,'})

rli!幻滅のマヤコフスキー』（筑l'li1%!l

川合せ、i主絡先：.ib；（外話会 TEL 03-3815-5877 f'AX 03・5842-8377

会Wi8動委H会 相川ぷ尖｝� (Fllrf39) TEし＆FAX 03-3465・6835


